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研究成果の概要（和文）：本研究は、17 世紀の「市民劇」と 18・19 世紀の「徒弟小説」との相関関係の分析
により、Richardson等の 18 世紀小説とDickens等のヴィクトリア朝小説を全く新たな観点から捉え直すことを
目的とした。Dekker、Middleton等の市民劇は、ギルド制中の徒弟を近代市民のメタファーに変容せしめた。メ
タファーとしての「徒弟」は Defoe等による小説ジャンル創造を経て、19 世紀へと受け継がれる。本研究は市
民的ロマンス劇が、メロドラマを通じて、小説ジャンルに受け継がれていることを明らかにして、18・19 世紀
イギリス小説に「徒弟小説」という新たな位置づけを与えた。

研究成果の概要（英文）：The objective of the study is to shed a new light on the English Novel from 
the eighteenth to the twenty-first century by analyzing the historical correlations between the “
citizen plays” in the early seventeenth century and the “apprentice novel” after the birth of the
 novel genre. The plays by Dekker, Middleton and others, centering on the citizens of London, have 
transformed the figure of the apprentice, a status in the guild hierarchy, to a metaphor of the 
modern man. The metaphor of the apprentice was taken over by Defoe and Richardson when the novel was
 created. It has been made clear that the English Novel, or a major part of the genre, has at its 
core the characteristics of the “apprentice novel”, especially in its melodramatic aspect, 
originating in the citizen romance plays of the English Renaissance. 

研究分野： イギリス演劇・イギリス小説
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 研究代表者は、長期にわたって、科学研究
費の補助を受けるなどして、イギリス小説の
本質とその勃興の要因を 16 世紀中葉以来の
演劇史の中に探求してきた。その端緒はディ
ケンズの小説とリチャードソンの小説とが、
「債務者監獄」というファクターを共有して
いることの発見である。 
 ディケンズとリチャードソンは相容れな
いメンタリティーを備えている。フィールデ
ィング、スモレット、スターン等の喜劇的小
説の継承者であるディケンズは、謹厳なリチ
ャードソンとは無縁と考えられていた。しか
し、リチャードソンの Clarissa において、
主人公のクラリッサが最終的に幽閉される
現実の監獄（ハーロウ家邸内、ロンドンの売
春宿といった、比喩的な監獄とは異なる）が
債務者監獄であったことは、文学史的に非常
に重要な事実である。周知の通り、債務者監  
獄はディケンズの小説において、きわめて重
要な構成要素となっている。The Pickwick  
Papers のフリート監獄、David Copperfield 
のキングズ・ベンチ、Little Dorrit のマー
シャルシー監獄は、幼少期に父親がマーシャ
ルシーに収監された経験をフィクションに
昇華させたものである。18 世紀においても、
リチャードソンのみならず、フィールディン
グの Amelia、スモレットの Roderick  Random、
Goldsmith の The Vicar of Wakefield 等々
に債務者監獄が表れている。中世以来の債務
者監獄の制度は、エリザベス朝、ジェイムズ
朝の演劇にもしばしば登場していることに
注目しなければならない。商業資本主義が急
速に発展した 16 世紀後半以降には、経済活
動の敗北者が債務者監獄に収監される状況
が、文学のテーマとして重要な意味を持つに
至っていたのである。 
  リチャードソンとディケンズが共有する
もう一つの重要な要素は「徒弟」である。リ
チャードソンは自身が徒弟であった。Pamela
のヒロインは、女中という身分上、「徒弟」
と捉えることができる。一方、 David 
Copperfield、Great Expectations などのデ
ィケンズの自伝的小説は、しばしば「教養小
説」として捉えられてきたが、このジャンル
のパイオニア的研究者 Susanne Howe は「教
養小説」を「徒弟小説」と呼んだ。ここでの
徒弟は「人生の徒弟」というメタフォリカル
な意味を担っている。しかし、徒弟を本来の
ギルド制中の身分として捉えるならば、リチ 
ャードソンとディケンズが深いレベルで共
有するものが明らかになる。 
 ギルド制中の徒弟は、将来に市民社会の中
核である「自由市民」freeman となることが
制度上保障されていた。しかし、血気盛んな
若者である徒弟は、自己に内在する動物的欲
望の衝動によって、出世の階梯から転落する
可能性も同時に抱えていた。徒弟の肉体は市
民社会の制度と人間の原初的、動物的欲望と

がせめぎ合う場なのである。徒弟の文学的表
現は、デッカーの The Shoemaker’s Holiday 
と い う 祝 祭 的 喜 劇 と し て 、 他 方 で は 
Yarington の Two Lamentable Tragediesをは
じめとするいわゆる「家庭悲劇」domestic 
tragedy として、両極の形態をとった。その
中間にはベン・ジョンソン、ミドルトン等に
よる、いわゆる「都市喜劇」city comedies
がある。悲劇と喜劇を包括して「市民劇」と
総称しうるこれらの芝居は、約 1世紀をかけ
て、小説に変容することになったのである。
市民劇中での「徒弟」が、ギルド制中の身分
を超えて、文明と反文明に引き裂かれる近代
人のメタファーと化していたことは、ミドル
トンの The Changelingや Women Beware Women 
等の「都市悲劇」city tragedies（研究代表
者による用語）において、「女性」が「徒弟」
的性格を備えていることに示されている。こ
れはデフォー、リチャードソンが女性を主人
公とする形で小説創造に向かったことに直
接つながる系譜学的意義を持ち、イギリス小
説の底流をなすことになる。 
  研究代表者は、こうした洞察に基づいて、
市民劇からイギリス小説の誕生までを系譜
学的に研究し、その成果を平成 24 年にまと
め、『〈徒弟〉たちのイギリス文学—小説はい
かに誕生したか』（単著、岩波書店）として
刊行した。この著書においては、Nice Wanton 
(1550)等のテューダー朝道徳劇からリチャ
ードソンの Clarissa に至る２世紀にわたる
歴史において、商業資本主義社会 に置かれ
た個人が経験する矛盾、葛藤、苦悩の文学作
品における表現と、それがついには支配的文
学ジャンルに根源的な変容をもたらし、イギ
リス小説という新しいジャンルが生み出さ
れる様相を、「徒弟」を指標あるいはメタフ
ァーとして記述した。その結果、18・19 世紀
に興隆したイギリス小説は、市民劇からの系
譜上にあるのであって、「徒弟小説」と呼び
うるものであること、もはや「徒弟小説」は、
とうに使い古され、陳腐化した「教養小説」
の別称などではなく、イギリス小説の本質を
示すものとして再定義され、再認識されるべ
きことが明らかとなっている。 
  この研究成果の上に立つならば、次に研究
すべき課題がリチャードソン以後、18・19  
世紀の「徒弟小説」であることは自明である。
これらの小説が、「徒弟」を中心的な指標な
いしメタファーとする広大な文学史の流れ
にその位置付けを新たに与えられることに
よって、先行研究においてほとんど認識され
ていなかった、その真の相貌を現すことにな
るのは確実である。 
 本研究は、このような学術的背景の下に、
計画されたものである。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、17 世紀（エリザベス朝末
期からジェイムズ朝にかけて）の「市民劇」



と 18・19 世紀の「徒弟小説」との相関関係
を分析することによって、Richardson、Henry 
Fielding、Smollett 等の 18 世紀小説及び 
Charlotte Brontë、Dickens、Meredith、George 
Eliot、Gaskell 等のヴィクトリア朝小説の
キャノンを全く新たな観点から捉え直すこ
とである。イギリス小説の淵源である 
Dekker、Middleton、Ben Jonson 等の「市民
劇」、すなわちロンドン市民あるいはジェン
トリ階級の下に位置する階層の登場人物を
中心とする喜劇及び悲劇は、ギルド制中の身
分である「徒弟」を近代市民のメタファーと
しての「徒弟」に変容せしめた。メタファー
としての「徒弟」は Defoe、Richardson 等
による小説ジャンル創造を経て、19 世紀へ
と受け継がれる。18・19 世紀イギリス小説
のキャノンに「徒弟小説」という新たな位置
づけを付与することにより、その真の相貌を
明らかにして、英文学史の根本的な書きかえ
を試みる。 
 
３．研究の方法 
 
 演劇と小説、二つのジャンルにまたがる本
研究では、大量の一次資料を渉猟することが
前提である。16 世紀から 18 世紀前半までの
演劇資料については、これまでの科研費によ
る研究の過程でほぼ分析を終えている。しか
し、18 世紀以後の演劇資料の収集と分析は
未だ不十分であるので、これらの作業を補完
的に実施することとした。小説については、
いわゆるキャノンのみならず、「徒弟小説」
と関連する資料を、ヴィクトリア朝を中心と
して広範囲に収集した。研究代表者がすでに
確立している小説概念、すなわち近代資本主
義と個人の欲望の葛藤の文化的表現という
概念が、18 世紀から 19 世紀にかけて、いか
に継承され、また変容しているかを分析した。
膨大な資料の効率的な収集と分析のために
ネット上のデータと市販のデータベースも
活用した。 
 
４．研究成果 
 
 本研究の結果、次のような事実が確認され
るという成果が得られた。 
（1）イギリス小説の淵源が、研究代表者が
単著『〈徒弟〉たちのイギリス文学 小説は
いかに誕生したか』(2012 年、岩波書店刊)
において明らかにしたように、16・17 世紀（イ
ギリス・ルネサンス期）の「市民劇」にある
ことが、18・19 世紀小説の詳細な分析によっ
て、あらためて確認された。 
（2）サミュエル・リチャードソン、ヘンリ
ー・フィールディングに顕著に見られる演劇
的特徴は、小説ジャンルの底流にある「市民
劇」の伝統の表れであること。 
（3）デフォーの Roxana等の「犯罪小説」や
リチャードソン Clarissaに見られる「叛逆」
のテーマは、ルネサンス期の「市民劇」、と

く に Robert Yarington, Two Lamentable 
Tragediesや Anonymous, Arden of Faversham
などの「犯罪劇」に、その起源を求めること
ができる。 
（4）18 世紀末に誕生したとされ、19世紀に
著しい隆盛を見たメロドラマ及びメロドラ
マ的小説は、ルネサンス期の市民劇、たとえ
ばトマス・ミドルトンの No Wit No Help Like 
a Woman’sなどに見られた「市民的ロマンス
劇」の発展形であること。 
（5）メタファーとしての「徒弟」が、近代
市民社会ひいては近代文明そのものと個人
との葛藤の場であるがゆえに、20 世紀から
21 世紀にかけてのカズオ・イシグロの小説に
もその伝統が引き継がれていること。 
 
 これらの成果の一部は、学会における研究
発表と論文によって発表した。 
 平成 26 年度には、日本シェイクスピア協
会のシェイクスピア学会においてベン・ジョ
ンソンの Everyman Out of His Humour につ
いての研究発表を行った。このテクストはベ
ン・ジョンソンの相矛盾する特質が最も顕著
に見られるものである。一方では、芝居とし
ての「かたち」を重視するというジョンソン
劇の基盤が維持されていながら、もう一方で
は、それを転覆するようなカーニヴァル的要
素が頻繁に出現する。これまではジョンソン
のカーニヴァル的側面が研究されてきたが、
この発表においては、カーニヴァルではなく、
Revels として、この側面を捉え直した。1960
年 代 に Philip J. Finkelpearl が John 
Marston研究において詳述し、Helen Ostovich
が Everyman Out of His Humour の Revels 
Plays 版で紹介した「法学院レヴェルズ」は、
まさに「かたち」の中のカーニヴァルであり、
ジョンソン劇の特異性の起源であると言え
るだろう。テクストの精密な分析の結果、こ
のようなカーニヴァルないしレヴェルズを
生み出す原動力は、1600 年前後のイギリス社
会に見られる変動であることが明らかにな
った。商業資本主義の発展は農村においては
穀物投機を促進し、都市（ロンドン）におい
ては、商人階級によるジェントリ階級の侵食
として表れる。 
 平成 27 年度においては、前年度に 17 世紀
初頭の市民劇の研究を集中的に行ったので、 
18 世紀およびヴィクトリア朝の徒弟小説の
研究を優先的に行った。とくに重視したのは、
メロドラマとメロドラマ的小説の研究であ
る。17 世紀以降の西欧市民社会の発展は文学
史においても重要な変化をもたらした。中で
も、あらためて言うまでもないことであるが、
フランス革命が与えた影響は多大であった
ことは、再度強調されなければならない。革
命は文学の面では演劇におけるメロドラマ
の誕生と隆盛を生み出すことになった。メロ
ドラマ研究で最も重要な貢献をした Peter 
Brooks によれば、メロドラマには「ポスト聖
性時代(post-Sacred age)のマニキアン的ヴ



ィジョン(Manichean vision)」がその根底に
ある。既存の価値観、とりわけキリスト教的
価値観が転覆される時代（ポスト聖性時代）
に大衆は単純な勧善懲悪の物語を求めた。 
 しかしながら、メロドラマ的ヴィジョンは、
すでにイギリス・ルネサンス期の市民劇の中
に見ることができることに留意しなければ
ならない。ロマンス劇が市民社会で変容を遂
げた結果生まれた市民的ロマンス劇、たとえ
ば Thomas Heywood の The Fair Maid of the 
West、Thomas Middleton の No Wit No Help 
Like a Woman’s などはロマンス劇である。
それらの演劇の見られたロマンス的部分が、
18 世紀の小説とメロドラマに受け継がれて
いる。こうした歴史的に拡張された意味での
メロドラマは、イギリスの 18 世紀では、ジ
ョージ・リロの The London Merchantが代表
的な作品である。さらに 19 世紀の大衆文学
の中でメロドラマは広く浸透することにな
った。 
 平成 27 年 5 月に開催された日本英文学会
全国大会のシンポジウム「メロドラマの諸
相」においては、司会兼講師を務め、研究の
主題との本質的関連を視野に入れながら、19
世紀メロドラマの概観と個別テクストの分
析を行った。19 世紀の劇場についても研究を
進め、とりわけメロドラマ上演の中心であっ
たマイナー劇場の歴史をさらに詳細に研究
した。17 世紀市民劇の研究としては、前年度
に研究発表したベン・ジョンソンの市民劇
Every Man Out of His Humour 研究を論文と
して完成させ、日本シェイクスピア協会の機
関誌に投稿し、査読を受けた結果、採用刊行
された。 
 本研究の最終年度である平成 28 年度にお
いては、研究成果を英語により発信すること
を最も重要な作業とした。その準備段階とし
て、日本語による研究発表と論文執筆を行っ
た。これらは現代の作家であるカズオ・イシ
グロについてのものであるが、研究の進展の
結果、必然的にもたらされた拡張であり帰結
である。イシグロは、その小説技法において、
ポストモダン的作家であると認知されてい
るが、実際は、18・19 世紀のイギリス小説の
伝統を最も正統的に継承している。日本英文
学会における日本語による発表は英語によ
る論文とするべく準備を進めている。研究機
関内部の事情により、とりあえず、その根幹
部分を、学内の『比較文化研究所紀要』に日
本語論文（査読付き）として掲載した。 
 本研究においては、その最終的成果を英文
による著書としてまとめ、英国または米国の
出版社から刊行することを目標としている。
平成 29 年度以降に、その実現のための具体
的な作業に入る予定である。 
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